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端
的
に
申
せ
ば
、
五
十
年
史
が
上
梓
さ
れ
た
後
、
偶
と
同
年
公
刊
の
幸
田
露
伴
著
”
澁
澤
榮
一
傳
“
を
緒
い
て
、
そ
の
妙
手
鍵
筆
に
敬
服
し
、
、
、
、
、
、
た
こ
と
が
あ
る
。
小
著
は
、
内
容
こ
そ
違
っ
て
居
て
も
、
時
と
人
と
を
織
り
成
し
て
、
讃
ま
れ
る
も
の
を
書
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
さ
て
筆
を
運
ん
で
み
る
と
、
割
愛
す
る
に
忍
び
な
い
法
規
や
校
則
な
ど
も
績
出
し
、
そ
れ
等
は
大
抵
”
註
“
か
”
参
考
“
か
に
記
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
た
め
相
當
の
澁
滞
を
免
れ
な
か
っ
た
。
故
に
若
し
、
記
念
會
並
に
一
身
上
の
都
合
が
、
せ
め
て
な
ほ
半
年
の
餘
裕
を
許
す
な
ら
ば
、
、
、
、
、
、
、
、
、
更
に
幾
た
び
か
稿
を
改
め
、
然
る
後
に
博
學
高
識
の
斧
正
を
乞
ひ
、
少
し
は
一
霞
み
榮
え
あ
る
も
の
と
成
す
こ
と
も
出
來
よ
う
。
今
は
既
に
そ
の
す
べ
も
な
く
、
且
又
、
恐
ら
く
他
日
補
正
の
機
會
も
な
い
で
あ
ら
う
。
因
っ
て
前
史
以
上
に
心
を
残
し
つ
つ
筆
を
欄
い
た
の
で
、
不
明
舞
文
の
恥
を
重
ね
た
ば
か
り
で
な
く
、
眞
相
を
誤
り
傳
へ
は
し
な
か
っ
た
か
を
擢
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
元
來
小
著
は
、
”
は
し
が
き
“
に
記
し
た
や
う
に
、
五
期
の
本
文
と
二
篇
の
附
録
と
に
止
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
繰
り
返
し
精
讃
通
覧
す
る
に
従
っ
て
、
今
更
本
文
に
は
加
へ
得
な
い
が
、
必
ず
興
趣
を
添
へ
る
に
相
違
な
い
と
思
は
れ
る
、
薑
師
・
同
窓
の
玉
章
名
篇
も
な
か
な
か
に
棄
て
難
く
、
又
、
大
學
に
な
っ
て
、
驚
く
ほ
ど
愛
り
果
て
た
龍
南
の
様
相
も
、
こ
の
際
そ
の
大
略
だ
け
な
り
と
記
し
て
置
き
た
く
な
”
五
高
五
十
年
史
“
に
は
、
學
校
長
霊
同
窓
會
長
の
序
文
が
巻
頭
を
飾
っ
て
居
る
。
然
る
に
、
學
校
長
は
勿
論
の
こ
と
、
七
年
前
、
會
則
改
正
の
後
は
、
會
長
も
な
く
な
り
、
そ
の
上
、
熊
本
大
學
と
は
全
く
關
係
な
い
歴
代
校
長
も
、
第
一
同
卒
業
の
同
窓
前
輩
も
、
皆
既
に
歸
泉
の
今
と
な
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
人
選
に
窮
し
た
。
価
っ
て
熟
慮
の
末
、
は
な
は
だ
非
禮
と
知
り
つ
つ
、
散
て
不
肖
み
づ
か
ら
蕪
辞
を
陳
ね
て
お
つ
た
の
で
、
”
追
記
“
並
に
”
愛
貌
“
を
補
足
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
後
者
は
、
拙
手
悪
文
の
到
底
能
く
す
る
所
で
な
く
、
寓
言
も
一
見
に
及
ば
ぬ
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
る
に
、
幸
に
も
數
葉
の
嶌
眞
を
挿
ん
で
、
記
述
の
不
備
を
補
ひ
得
た
こ
と
は
、
信
に
欣
懐
に
堪
へ
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
中
全
景
の
一
一
葉
は
、
同
窓
の
友
、
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
副
総
監
馬
場
政
義
君
の
厚
意
に
よ
っ
て
、
最
近
上
空
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
数
葉
は
、
同
じ
く
同
窓
の
友
、
熊
本
日
日
新
聞
社
編
集
局
長
小
崎
邦
彌
君
の
懇
情
に
よ
っ
て
、
同
牡
篇
眞
部
の
撮
影
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
記
念
會
を
代
表
し
て
、
衷
心
い
た
。
前
史
は
大
鵠
に
お
い
て
へ
”
高
校
中
期
“
ち
は
す
ま
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
書
の
刊
行
に
就
い
て
、
玉
い
ｏ
よ
り
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
急
末
に
、
五
十
年
史
の
總
説
並
に
索
引
を
附
記
し
た
の
は
、
如
何
に
も
蛇
足
の
や
う
で
あ
る
が
、
”
ま
へ
が
き
“
に
も
一
言
し
た
や
う
に
、
史
ば
大
護
に
お
い
て
へ
”
高
校
中
期
“
ま
で
の
基
づ
く
所
で
あ
り
、
特
に
關
心
あ
る
人
と
に
は
、
前
史
の
有
無
を
問
は
ず
、
何
程
か
盆
に
立
龍
南
へ
の
郷
愁
お
く
が
き
一》塞蕊
お
く
が
き
灘溌蟻鐸蕊綴臘騨藍懲欝｛欝膳
五
十
年
史
と
同
じ
く
、
特
別
の
便
宜
を
豪
つ
た
凸
版
印
刷
株
式
會
杜
に
對
し
、
感
謝
の
微
意
を
表
し
た
昭
和
一
一
一
十
一
一
年
五
月
一
一
十
一
日
、
白
雲
書
屋
に
於
て
、
良
人
又
記
す
。
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